Loss of Alleles Loci on Chromosome 13 in Human Primary Gastric Cancers by モトムラ, カズヨシ & 元村, 和由
Osaka University














フもEと 村 和かず 由
医 ーヴ孟ιム 博 士
第 882 8 τEラコ
平成元年 8 月 12 日
学位規則第 5 条第 2 項該当













最近，手U富，大腸癌などについても，いくつかの遺伝子座における対立遺伝子の一方の欠失 (alle1e 10ss) が
報告され， この現象の発癌への関与が示唆されている O そこで，わが国において高率に発生する胃癌に







ター上にブロットした。 2) ハイブリダイゼーション; 13番染色体長腕上に座位する 5 種の多型性DNAプ
ロープ (D13S 2 , D13S 3 , D13S 4 , D13S 5 , D13S 6) と，その他の染色体上に座位する 10プ
ローブ (MYB ， DI0S 4 , HRAS 1, CT , GH 1, D18S 1, D18S 5 , D20S 5 , D22S 1, 




Preliminary に種々の多型性DNAプロープを用いて胃癌患者 6 例の解析を行ったところ， D13 S 3 
と D13S 5 で各 1 例 alle1e 1088 がみられた。そこで，胃癌患者36例について13番染色体上の変化を詳細
に調べた。患者のうち 2 例は 5 種のプロープ全てについて体質的に homozygou8 で情報が得られなかっ
た。他の34例は少なくとも 1 種のプロープについて heterozygou8 であった。このうち 14例 (41%) に
腫蕩DNAでいずれかの座位における対立遺伝子の一方の欠失が見られた。つぎに，この現象が13番染
色体に特異的かどうかを調べるために，他の 7 染色体上の10種のフ。ロープを用いて検討した。その結果，
17番染色体のGHI について 1 例 (9 %), 18番染色体のD18S 5 について 2 例 (20%) の alle1e 1088 
を認めた。また，ゲノムの多くの座位について調べることのできる mini8atellite core probe 33.15 につ
いては明らかな alle1e 1088 は見られなかった。
〔考察〕
13番染色体上の遺伝子について，対立遺伝子の一方の欠失が胃癌34例中14例 (41%) と比較的高率に
見られた。それらの症例で変異のみられる共通の領域は，用いた 5 種のプローブの map order から考












いて， 13番染色体上に高率に欠失する部位を見つけたものであるo この知見は， ヒト胃癌の分子生物学
的理解の上で重要と考えられ，学位に価するO
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